
 

 

 

 

 

 

 

１学年理数科ＳＳⅠ 科学セミナー「遺伝子組み換え植物とわたしたちの暮らし」 

 令和７年 11 月５日（水）に、１年理数科の生徒が、新潟大学理学部准教授 加藤 朗 先生から「遺

伝子組み換え植物とわたしたちの暮らし」という演題でご講演いただきました。すでに実用化が広く知ら

れている除草剤抵抗性作物（ダイズなど）や害虫抵抗性作物（トウモロコシなど）をはじめ、「変色しに

くいリンゴやバナナ」、「ピンク色のパイナップル」や「青

いバラ」など、遺伝子組み換え技術は様々な用途に活用さ

れています。その手法から安全性評価の枠組みまで、わか

りやすく教えていただきました。さらにゲノム編集の技

術やそれによる新しい作物の創出、法規制、世界の状況に

ついてもふれていただきました。日本においてはゲノム

編集農林水産物に係る確認体制があることなどを知るこ

とができ、新しい技術に対する理解を深めることができ

ました。 

 

１学年理数科ＳＳⅠ 先端実験講座 バイオテクノロジー実習 

 令和７年 12月４日（木）、５日（金）に、１年理数科の生徒が新潟薬科大学新津キャンパスへ行き、先

端実験講座を受講しました。応用生命科学部講師 小長谷 幸史 先生から大腸菌を用いた遺伝子導入と

その発現、および生成物の分離・精製法をご指導いただきました。実験の試

料として、ノーベル化学賞の研究テーマにもなった緑色蛍光タンパク質（Ｇ

ＦＰ）を用いました。初日は大腸菌の形質転換実験、ＧＦＰ精製のための前

処理を行い、２日目に形質転換実験の結果観察、生成物の分離、電気泳動な

どを行いました。生徒は自分たちで導入した遺伝子が発現し、大腸菌のコロ

ニーや生成されたＧＦＰが緑色の蛍光を発する様子に驚き、科学実験の奥深

さを実感していました。 
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令和８年２月 20日 
「第一義」で世界に挑め！ 

 ～日本を牽引するイノベーション人材の育成～ 



１学年普通科 TＳⅠ プレ課題研究発表会 

 令和７年 12月 11日（木）に、地元でご活躍されている 9名の方々を講師にお招きして、１年普通科の

生徒を対象にプレ課題研究「地域探究プロジェクト」の発表会を開催しました。 

 同年９月に行われた同プロジェクトの「分野別講演会」で、生徒たちは講師の方々から実践している取

組と課題について学び、今回の発表会で、その内容をもとに課題解決に向けて取り組んできた探究活動の

成果を発表しました。講師の皆様の中には、平原 匡 様（高 49 回平成９年卒）、山田 正幸 様（高 57 回

平成 17 年卒）、春日 彩香 様（高 66 回平成 26 年卒）の３名の高田高校卒業生の方がいらっしゃいまし

た。講師の皆様からは貴重なアドバイスをいただき、非常に実り多い発表会となりました。 

 今回の経験を活かして、今後は次年度の課題研究に向けた探究活動に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学年理数科ＳＳⅠ プレ課題研究発表会 

 12月 17日（水）に、１年理数科の生徒が、物理教室（物理・数学分野）と生物教室（化学・生物分野）

の２会場に分かれ、９月から 11月にかけて行ったプレ課題研究の成果を発表しました。発表では、実験に

用いた物を手に取って説明したり、実験道具を使った演示を交えたりするなどの工夫がみられ、研究への

意欲が感じられました。発表後には活発な質疑応答と深い議論が交わされ、知見を深め合う貴重な機会と

なりました。 

 今後１年理数科では、サイエンスコースとメディカルコースに分かれ、次の「課題研究」に取り組んで

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２学年 韓国研修 

12 月 22 日（月）から 25 日（木）まで、２学年の生徒 11 名と職員２名が韓国浦項（ポハン）市の世和

（セファ）高校、浦項工科大学などを訪問する海外研修を実施しました。この取組は、国際的に活躍でき

る人材の育成を目指す SSH事業の一環です。 

22日（月）、参加生徒たちは期待を胸に上越妙高駅を出発しました。北陸新幹線で東京駅へ向かい、成田

空港から空路で韓国の大邱（テグ）国際空港へ。手荷物検査場にブーツを置いてくるというハプニングも

ありましたが、無事大邱空港に到着。その後、世和高校で盛大な歓迎会が開かれました。夜の到着となり

ましたが、夏に高田高校で交流した世和高校の生徒たちと、笑顔の再会となりました。生徒たちは、２日

間お世話になるホームステイ先へと向かい、韓国での第一夜を過ごしました。 

23日（火）、午前は両校生徒による課題研究の発表が行われました。発表や議論はすべて英語で行いまし

たが、相手の目を見ながら堂々と発表し、韓国の生徒と活発な意見交換ができました。午後は、韓国を代

表する理工系総合大学である浦項工科大学（POSTECH）を訪問し、最先端の研究施設を見学しました。施設

を紹介してくれた大学生の英語がとても流ちょうで、生徒たちの英語学習のモチベーションになりました。

また、POSTECH出身で、Lutra Inc. CEOの Jongyeop Seonさんに、学生時代に取り組んだこと、留学経験

やインターンシップ、起業した理由等について講演していただきました。Seonさんは、Googleと Open AI

から支援を受け、社会問題を解決する製品を開発している若手起業家です。毎年ラスベガスで開かれる CES

（世界最大級のテックイベント）で、韓国人最年少でイノベーション賞を受賞しています。講演後の質疑

応答では、終了予定時間を 30分延長するほど、生徒は積極的に英語で質問し、Seonさんから海外で活躍す

るためのマインドセットを学びました。 

24日（水）、POSCOで、私たちの身の回りの鉄製品、鉄の製造過程、脱炭素化への取組について、ミニシ

アターを通して学習しました。その後、生徒たちは、真っ赤に溶けた状態の鋼が冷却されて鋼板になる工

程を実際に見学し、鉄製品の製造過程について理解を深めました。 

この研修を通して、生徒からは、「知らない日本人をあたたかく受け入れてくれる韓国の人たちの優しさ、

あたたかさを感じた」「分野は違うけど、自分が目指していることは起業家の方と同じだったので、目標に

なった」「翻訳アプリなしの会話は楽しく、黙って画面を見せるだけより、完璧でなくてもいいから自分の

声で伝えることがとても大事だと思った」「国際交流を続け、将来世界で活躍するような人になりたい」等

の感想が寄せられました。韓国の生徒とお別れする際には、号泣する生徒もいて、生徒にとって心に残る

貴重な経験になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【22 日 世和高校の歓迎会】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２学年理数科ＳＳⅡ 課題研究中間発表会 
 1 月 22 日（木）に、本校で令和７年度理数科課題研究中間発表会を開催しました。2 年理数科の生徒が

サイエンスコースとメディカルコースに分かれ、これまで取り組んできた研究の成果を発表しました。ま

た、2年普通科理系の生徒および１年理数科の生徒も、聞き手として発表会に参加しました。 

 当日は、外部から指導・助言者の方々をお招きし、たいへん貴重なアドバイスをいただきました。指導・

助言者の中には、本校卒業生である青山 達哉 様（高 44回平成４年卒）、古川 俊貴 様（高 48回平成

8年卒）のお二人もいらっしゃいました。今後は、今回いただいたアドバイスを生かし、次年度 4月に開催

する最終発表会に向けて、引き続き課題研究に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【24日午前 POSCO 企業見学】 

【23日午後 POSTECH 起業家との質疑応答】 
【23日午前 世和高校での発表】 


